
1

発行所　日本メンデル協会　本　　部　東京都文京区本郷 2-27-2 東真ビル内
　　　　　　　　　　　　　電　　話　03-3814-5675　Fax　03-3814-5352

発行日 2016 年 1 月 15 日　発行人　長　田　敏　行

No. 30 ––––– January. 2016

　（公財） 日本メンデル協会の活動をお知らせ
いたしますが，2015 年度はメンデル （Gregor 

Johann Mendel） が，最初に遺伝法則に関する発
表を行って 150 年目になります．メンデルの講
演は，1865 年 2 月 8 日と 3 月 8 日の二回に分け
てチェコ共和国ブルノ市の高等実科学校（当時
の）で開かれた，地元の科学協会の例会で行わ
れました．形質の異なるエンドウを交配した実
験結果から，今日我々が「優劣の法則」，「分離
の法則」，「独立の法則」として遺伝学で習うも
のが導き出されました．そして，その翌年には，
科学協会の紀要にその論文を発表し，要所に配
布するも，その重要性に気付かれることはなく，
35 年後の 1900 年に三人の学者により再発見さ
れて世に知られるようになった法則です．そこ
から，遺伝学は始まり，品種改良をもたらし，
その発展の結果もたらされた分子遺伝学，分子
生物学は，20 世紀後半の科学であり，21 世紀
になってもその進展は止まらない基本原理の発
見です．このような重要な発見であるので，ブ
ルノ市のメンデル博物館では，150 年を記念し
たシンポジウムとそれに関連した展示が行われ
ました．我々にも，参加要請はありましたが，
後に述べる，長田，河野によるバングラデシュ，
インドの旅行のため参加はできませんでした．
その代り，日本メンデル協会の活動に関するパ
ネルを展示してもらいました．さらに，その後，
メンデル博物館は，毎年 3 月 8 日を国際メンデ
ルデーとして祝おうと提案されており，多分そ
の方向に向かうことと思います．我が日本メン
デル協会もその一翼を担うべく動いていると申

します．
　もう一点お知らせしたいことがあります．（公
財）日本メンデル協会は，創立者篠遠喜人博士
と創立に際して協力された中沢信午博士らによ
り収集されたメンデルに関する資料を保有して
おります．これらを皆様に知っていただくべく，
2016 年には長野県下諏訪町諏訪湖博物館でこ
れらの資料を基にした企画展を予定しておりま
す．具体的なスケジュールは今後決められます
が，いくつかの貴重な資料があり，また，遺伝
学の成立の歴史が展示される予定ですので，是
非ご覧になっていただけたらと思います．その
内容は，確定次第学会ホームページなどでご連
絡いたします．
　さて，改めて言うまでもないかと思いますが，
本協会の主業務は国際科学雑誌『CYTOLOGIA』
の刊行です．2011 年度より，この雑誌に載っ
た優れた論文の著者に和田賞を授与することを
始めており，その受賞者の初期の方々はバング
ラデシュやインドにおられます．それで，これ
らの人々に賞を差上げ，彼らの研究環境を知
り，相互に情報の交換をすることが目的として
両国を訪問しました．和田賞とは，本協会のか
つての代表であり，同時に和田薫幸会の代表で
もあった和田文吾博士を記念して設けられた，
CYTOLOGIA に登場した優れた論文を執筆した
方々に差上げる賞です．CYTOLOGIA は，我が
国の国際誌の中では例外的に外国人の投稿者が
多く，従って，採択されて，紙面に登場する論
文の 60 ～ 70% が外国人のもので，特にインド，
タイ，バングラデシュなどから多く投稿されて
おります．そんな状況を反映して，初期の受賞
者はそれらの国々から出ていることは，驚きで
はありません．ところが，編集担当者はそれら
の人々がどの様な状況で研究をしているか，ま
た，今後の国際協力の可能性はあるかなど，重
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要な情報を欠いております．今回，それらの人々
に会い，賞を直接差上げることで，それらの情
報が得られることを期待して訪問しました．そ
れで，長田は，「バングラデシュ管見」として，
バングラデシュで経験したことを報告し，河野
は「インド紀行 （前編）」で，インド訪問の印
象をお知らせしたいと思います．これらの概要
も，併せて知っていただけたらと思います．

バングラデシュへ
　訪問の直接的目的に限ったら，第一回の受
賞者ダッカ大学のアラム （Sheikh Shamimul 

Alam） 教授にお目に掛れれば，それで目的
は達成されますが，バングラデシュの情報を
探しても，それがいかに少ないということを
旅行直前の調査で実感しました．ツーリス
トなら，旅行ガイドブックを一冊手に入れ
れば済むことかもしれませんが，我々の場
合そうはいきません．持ち前の好奇心もあ
り，未知であるがゆえにより調べてみたいと
いう欲求にかられましたが，そんな点もこの
稿から汲み取っていただければと思います． 

　我々はタイ国際航空機に乗って，バンコック
国際空港からダッカ空港入りしたわけですが，
その機内にツーリストらしからぬ風情の日本人
がいたので言葉を交わすと，JICA よりの派遣
で年の内半分は現地で水利事業に携わっている
とのことでした．上下水道の整備や水質の保全
は極めて重要ですが，バングラデシュではまず
手掛けなければならないインフラ事業で，それ
に日本が協力しているということを改めて認識
しました．また，その方のおっしゃるには，到
着の翌日は特に大学の周辺にはデモなどあるで
あろうから，十分気を付けた方がいいというこ
とで，全くそのような事態に備えていなかった
私どもには驚きでした．改めて，歴史的認識の
重要性を実感しました．それは，かいつまんで

言うと次の通りです．
　第二次大戦後インドとパキスタンが独立し，
それぞれはヒンズー教とイスラム教の国である
ことは，我々もよく知っております．一方，バ
ングラデシュがパキスタンから独立したのは，
1971 年であることも知っていますが，その経緯
までは知りませんでした．判明したことは，東
パキスタンが西パキスタンの理不尽な立法措置
に抗議して独立に立ち上がった際，西パキスタ
ン軍が退避に際して，東の有力な知識人をあま
た殺害したということです．知識人とは独立後
に重要な役割を担うような諸分野の人々で，必
然的に大学関係者が多いということでした．そ
の折，殺害に関して罪に問われた人々の裁判の
判決が我々の到着の翌日に出るので，その判決
の具合によっては過激なデモがあるかもしれな
いということでした．改めて，国際情勢の機微
を経験することとなりました．

入国
　隣席の故国へ一時帰国するとおぼしきご婦人
から，バングラデシュとは「ベンガル人の国」
であるという意味であることを知りましたが，
彼女はもう一言多分到着するときっとその状況
にびっくりされますよとも付言されました．そ
して，ダッカ空港到着，ゲートをでるが，そこ
は国の玄関にしては狭く，自動小銃を持った警
官か軍人が警備する物々しさでした．待機され
ている筈のアラム教授はプロフィルをメールで
届けていただいているのに見当たりません．皆
同じ顔に見えるのでした．やがて，アラム教授
も見え，立派なニッサンの RV 車で迎えに来て
下さいました．そこから，彼らの取って下さっ
たホテルまでの経路が，トラフィックジャムが
一方ではなく，やはり社会インフラの不整備が
目につく状況でした．道路事情としては，ほと
んど信号がないことが目立ち，車はそれこそ混
雑をすり抜けていく様子でした．また，オート
リキシャの氾濫と，それをぬっていくリキシャ
の群れには驚くばかりです．人々の道路の横断
はそれをすり抜けていくといったまさにカオス
的状況です．

バングラデシュ管見
長　田　敏　行
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ダッカ大学
　ダッカ大学の生命科学部へ案内いただいた
が，建物は赤レンガの瀟洒な造りで，ユネスコ
の世界文化遺産に登録されているとのことであ
り，建造は植民地時代に遡るとのことでした．
そのキャンパスの中をリキシャが日常的に走
り，学生もそれを日常的に利用していることは
新鮮なものに映りました．アラム教授の研究室
は，国情を反映してか，豊かとはいえない様子
ですが，彼らの CYTOLOGIA への投稿の内容は，
植物染色体に関する堅実な論文ですので，限ら
れた状況の中で精一杯力を奮っているといえる
と実感しました．なお，アラム教授はかつて広
島大学へ留学し，そこで学位を得てバングラデ
シュへ戻り，更に，フンボルト財団研究員とし
てキール大学で博士研究員をされて現職にある
ということで，私もかつてのフンボルト財団研
究員であり，後にフンボルト研究賞もいただい
たということで話は弾みました．
　本番はその翌日のセレモニーであり，その
場所である 100 人収容程度の教室はほぼ満員
で，立ち見の人も見られる光景でした．ブル
カ，サリーをまとった女性が多く，大変華や
かなのが印象的であり，学部の公式行事であ
り，学部長主催でした（図 1）．まず，改めて
アラム教授に和田賞のドキュメント読み上げ
てお渡しし，副賞の楯をお贈りしました．続
いて，求められて，私は「モデル植物細胞と
してのタバコ BY-2 株」の話をし，河野さん
が「藻類バイオテクノロジー」の話をされまし
た．それに交えて，日本メンデル協会の概要
と CYTOLOGIA の歴史と活動について紹介を
行いました．そのなかで，CYTOLOGIA は，第
二次世界大戦中も刊行を中断することなく行
い，また，戦後の混乱期も刊行し続けること
ができたと述べると，一斉に拍手が響いたの
はうれしいことでした．更に，河野さんと私
に記念品も下さり，今回の訪問がダッカ大学
では大変重要な出来事でであったという実感
を持ちました．一般的情報として，狭い国土
に 1 億 5,000 万の人口を抱え，人口密度は世界
一であり，アジアの最貧国に属するとは云われ
ますが，知的レベルは大変高く，国としてのポ

テンシャルは大変高いという印象をこれらのセ
レモニーを通じても感じ取ることができたこ
とは，今回の旅行の成果であろうと思います． 

　その後，学科長のオフィスで説明を受けま
したが，そこには歴代の学科長の肖像が飾ら
れてあり，気になる名前がありました．それ
は Maheshwari という名前で，初代の生物学科
長です．私の知っているその名前の人は，イン
ドデリー大学の教授です．でも，ここはバン
グラデシュであり，インドとは微妙な関係で
あるからということで，最初は聞きそびれま
した．やがて，話が進むとその彼は間違いな
く Panchanam Maheshwari であり，植物発生学
の世界的にも著名な教科書を書いたその人でし
た．私個人として，印象が強く残っているのは，
チョウセンアサガオの葯培養で最初に半数体を
作った人々であり，S. Guha & S.C. Maheshwari

として発表された論文です（1）．その時のデリー
大学の植物学研究室を主宰していたのが，P. 

Maheshwari であり，伺うとダッカ大学からデ
リー大学へよばれたということでした．実は，
この Guha さんとは 10 年ほど前には頻繁な往
信があったのです．最初の連絡が，ネール大
学 （Jawaharlal Nehru University） の Sipra Guha-

Mukherjee とあったので，半数体研究の Guha

さんと同一人物であることには気づきませんで
した．東京大学勤務時代のことでしたが，イン
ド政府よりの共同研究の申し入れがあると，文
部科学省を通じて私を指名されてきました．そ
れで，余り事情は良く分からず，共同研究の申

図 1

ダッカ大学生命科学部での和田賞授賞式
右が第一回和田賞受賞者アラム教授
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請書を文部科学省へ出しました．その担当者が
Guha 教授でした．申請書類は，複数回書いた
ような記憶があるのですが，それは結局採択に
はなりませんでした．そんなわけで，ここダッ
カ大学の生物学科に Maheshwari 教授の名前を
見たことで，学問上はインドもバングラデシュ
も交流が盛んであることを認識し，我々ともつ
ながっているということを実感した次第でし
た．

大学本部へ
　セレモニーはもう一回あり，その翌日は Vice 

Chancellor のところを訪問するということでし
た．イギリス系の大学では，学長は名誉職です
ので，大学のトップは，Vice Chancellor という
ことになります．明らかに英国風の紳士である，
シディク（Arefin Siddique）博士は，ジャーナ
リズム論がご専門とかで，文系的雰囲気を湛え
た方でした．プレスが待機して，多くのフラッ
シュがたかれ，大学の歴史に関する冊子，紹介
の冊子をいただき，再度大学のマーク入りの記
念品としてネクタイなどをいただきました．そ
んな展開になろうとは予想していなかったの
で，これら予想外の歓迎に驚いたというのが正
直なところです．なお，ダッカ大学は，13 学部，
学生数 40,000 人の総合大学で，ほぼすべての学
問分野をカバーしておりますが，農学系だけは
別に農科大学があって，そちらでカバーしてい
るということでした．

黄金のベンガル
　アラム教授にはダッカで他に訪問の希望はと
尋ねられており，それには博物館や植物園があ
ればと申していたので，国立の博物館，環境省
の直属の植物園を案内いただいたので，そこか
らの印象を申します．
　博物館では，独立前の中世，古代のベンガル
の物品に興味がありましたが，一方，バングラ
デシュの各地方の地勢・景観の展示もありまし
た．特に，南部のベンガル湾に面する地域は世
界最大のマングローブの森林ということで興味
はありますが，今回訪問するには余りにも遠い
ところです．この国は特にモンスーンの時期に

は国土のかなりが水没する国柄であることを
思い起こしました．また，現在私が少し調べ
始めているオランダ東インド会社（Vereenigde 

Oostindische Compagnie ということから VOC と
略されますので，以下は VOC で通します）の
活動範囲がこちらにつながっていることに気付
きました．それを少し紹介します．
　良く知られているように江戸時代において，
日本と西洋諸国との窓口は，VOC の商館のあ
る長崎出島でした．そこへ来て顕著な功績を挙
げたのは，ケンペル（Engelbert Kaempfer），ツ
ンベリー（Carl Peter Thunberg），シーボルト

（Philip Franz von Siebold）ですが，それぞれが
来日の時期は異なり，ケンペルは VOC が盛ん
な時（1690–1692），ツンベリーは衰退に向かっ
た時（1775–1776），また，シーボルトはオラン
ダが起死回生をかけた時期（1823–1829）とな
ります．その時の，日本からの輸出品は何でしょ
うか．実は，主要な輸出品は，一貫して銅でした．
17 世紀前半には銀や金が出た時期もあります
が，それはここでは省略します．そして，その
輸出された銅が常に VOC の主要な利益の元で
あり，特に前半は VOC のアジアでの貿易の利
益のほとんどを担っていたことが知られていま
す．VOC の総督は，「銅は日本貿易のダンスの
パートナー」と言っております．それでは，そ
の銅はどこへ運ばれていったのでしょうか．主
要な輸出先は，インド南西部のコロマンデル，
そして，「黄金の」と冠せられるベンガル地方
です．もたらされた銅からは銅銭が鋳造された
り，また，細い線にして網が作られて虫よけに
使われました．ある時期には，オランダ本国へ
も齎されておりますが，それは，当時の銅産国
スウェーデンがデンマークとの戦争により供給
できなかったときです．その量はオランダでの
消費の三分の一から二分の一であったというこ
とです．そして，銅の代りに，ベンガル地方か
らは絹が日本へもたらされました．これらの分
析は，オランダハーグの国立公文書館の VOC

文書の解析からですが （2），知っていささか驚い
た次第です．
　ところが，18 世紀に入って，イギリスの東
インド会社が，海軍力と共に勢力を拡大して，
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VOC を駆逐していきました．その理由は，VOC

では専ら収益はアジア圏で得ていたのですが，
イギリスは植民地支配で得た利益を持ち帰った
人が東インド会社へ投資しているので，アジア
圏での利益に頼る VOC は敵ではなかったとい
うことです．しかも，ウェールズ地方で銅山が
開発されたので，それらの銅がアジアへも齎さ
れたということです．
　一方，日本からの銅の供給にも不思議なこと
があります．初期は，別子銅山が開発され産出
量も高かったのですが，やがて鉱脈は尽き，地
下へ深く入るので，採掘費がかさむのですが，
それでも銅は生産し続け，しかも，幕府の銅座
の買い上げ高は低く抑え，なおかつ，それより
廉価で輸出していたというもので不可解としか
言いようがないのです．正常な経済活動ではな
いと云えるでしょう．そして，その替りに輸入
品の額を低く抑えたり，関係者の個人での貿易
活動など，他の取引で全体のバランスを取って
いたという事です （3, 4）．このように，かつて銅
を通じてベンガルとつながっていたとは，現在
のバングラデシュからは想像もつきませんが，
これらは歴史的事実です．
　後，環境省に直属する広大な植物園とその隣
の立派な植物標本館では，当地の植物の概略を
知りましたが，バングラデシュ北部ではインド
ゾウの侵入に悩んでいるが，それに備えて極め
て鋭利なとげをもつ太いタケを植えることを検
討しているという話には興味が惹かれました．
インドとは国境を接しており，それは人工的に
線引きされたものゆえ動物には関係ないという
ことを示しているように思います．なお，最近
の報道によるとインド，バングラデシュの飛び
地の解消が両国首脳の会談により解決されたと
いうのは，人のことについても同様なことがあ
るということでしょうか．また，雨季には植物
園の小さな湖の水位が 5–6 m は上昇するという

説明は，この国ならではの出来事であると感じ
ました．

おわりに
　これで私のバングラデシュ管見は閉じたいと
思いますが，今度バングラデシュといっても首
都のダッカのみの訪問でしたので，見聞きした
ことはほんのわずかです．社会のインフラに問
題点を抱えていても，知的レベルは高く，国と
してのポテンシャルは大いにあり，このような
国と連携することは長期的見地からすると有意
義であるという印象でした．なお，訪問の最後
にアラム教授と相談した折には，染色体研究施
設も発足したので，クロモソームペインテフィ
ングのより高度な手法を習得したいので，人を
派遣して欲しいという強い要望を述べられまし
た．また，研究室の優秀な女性研究者が日本へ
の留学を真剣に考えておられる様子から，何と
かその希望にこたえてあげたいと思うばかりで
す．さらに，当地においては，CYTOLOGIA は
大変重要な位置を占め，今回の滞在中も，日本
メンデル協会のメンバーになりたいという複数
の申し出があったことは，将来の展望につなが
るものでした．そのような思いをもって，ダッ
カを後にして，次の訪問先ニューデリーへ向
かったのでした．

文献
1． Guha, S., Maheshwari, S.C.: Nature 212，　

97–98 （1966）
2． 山脇悌二郎:　長崎のオランダ商館̶世界のな

かの鎖国日本，中公新書 （1980）
3． 佐藤雅美:　幕末住友役員会，講談社（1988）
4． 島田竜登:　18世紀における国際銅貿易の比較分

析̶オランダ東インド会社とイギリス東インド
会社．早稲田政治経済雑誌362，54–70（2006） 



6

　日本メンデル協会の「和田賞」は，国際細胞
学会誌「キトロギア （CYTOLOGIA）」の創刊
と発展に貢献した和田文吾博士と現在も支援
してくださる和田薫幸会を記念して 2011 年に
創設された賞で，細胞遺伝学分野でキトロギ
アの発展に貢献した研究者に与えられる．2013

年度，第 3 回受賞者は，インドの Vijay Kumar 

Singhal （シンガール） 博士，2014 年度の第 4 回
受賞者もインドの Raghbir Chand Gupta （グプ
タ） 博士であった．二人の業績を称えて賞状と
賞品の盾を直接手渡そうということになった．
当地を訪ね直接手渡せば何よりもキトロギアの
プロモーションにもなる．キトロギアの歴史
はインドの苦渋に満ちた歴史とも重なるし （図
１），インドの発展にキトロギアが支えられて
きた側面もある．今回は，二人の細胞遺伝学者
を訪ね，インドを旅して考えたことを 2 回に分
けて紹介しよう．
　二人とも，パンジャーブ大学の教授で，パ
ンジャーブ平原からヒマラヤ山脈南西麓の植
生と染色体進化の関係を研究している．授
賞対象となったのは，クレマチス・モンタ

ナ （Clematis montana） やアグリモニー・ユーパ
トリア （Agrimonia eupatoria） の種内変異と核
型（染色体の形状と数）に関する研究である．
　クレマチスの仲間は北半球に広く分布してい
る．原種は約 300 種類存在するといわれ，イン
ドや日本をはじめ中国，ヨーロッパ，ニュージー
ランド，アメリカ合衆国など世界各地に分布し
ている．クレマチスの語源はギリシャ語の「つ
る」＝クレマ （klema） からきているが，日本に
はテッセンと呼ばれる在来種があって （図２），
クレマチスよりそちらの方がよく通じるかも知
れない．「テッセン」とは不思議な名前だが，
クレマチスはつる性で，そのつるが鉄のように
固いということで「鉄線」と呼ばれるように
なったようだ．鉢に仕立てられた大輪のテッセ
ンを花屋の店先で見かけることも多い．クレマ
チスにはモンタナ系と呼ばれる淡いピンク色の
系統がある．旧枝咲きといって前年の枝に小輪
の花をたくさんつける．ヒマラヤや中国に自生
する原種や日本原産のカザグルマ（８弁）ある
いは中国原産のテッセン（６弁）がユーロッパ
に渡って改良が進み，モンタナ系が育成されて
から人気のある植物となった．シンガール教授
のグループは地の利をいかして，原種に近い状
態のクレマチスなどの染色体異常と種内変異の
関係を研究しようとしている．
　一方，セイヨウキンミズヒキは日本の花屋の

図１
キトロギア創刊から現在までの国別掲載数（%）の変遷

インド紀行（前編）
河　野　重　行
キトロギア編集長
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店頭では見かけることはまずない．ただ，ハー
ブティーの愛飲者ならアグリモニーティーとい
うのは聞いたことがあるかも知れない．セイヨ
ウキンミズヒキはイギリスではアグリモニーと
呼ばれ特に南西部地方ではよく見かける．ヨー
ロッパ中部から南部，アフリカ北部，アジア北
部を原産とする多年草だ（図３）．以前参加し
たギリシャの学会では，講演要旨集と一緒に無
造作に刈り取られ乾燥された一束のアグリモ
ニーがお土産として配られたのが印象的だっ
た．古代ギリシャや古代ローマの時代からその
薬効は知られていたようで，その種小名ユーパ
トリア （eupatoria）は，紀元前 120–130 年頃，
小アジアにあったポントス王国のミトリダテス
6 世エウパトルに由来する．エウパトル・ディ
オニュシウスは，ミトリダテス大王とも呼ばれ，
アレキサンダー大王の如くギリシャ世界とペル
シアを含む東方世界の融合を目指すことを誇称
し，共和政ローマの東方覇権に挑戦したヘレニ
ズム世界の最後の王だ．アレキサンダー大王の
ようにペルシアを征服しインダス河を越えイン
ドに攻め上るのを夢見ていたかも知れない．グ
プタ教授のグループも地の利を活かして，パン
ジャーブからヒマラヤ高原へ至る地域でセイヨ
ウキンミズヒキなどの種内変異と染色体異常の
関係を研究している．

　パンジャーブ州の州都チャンディーガルはデ
リーから北にほぼ 300 キロのところにある．北
東にヒマーチャル・プラデーシュ州，その北が
映画『インドへの道』で有名なスリナガルがあ
るジャンムー・カシミール州でヒマラヤ南西麓
にあたる．ハウスボートが浮かび，水上バザー
ルで賑わうダル湖を抱えるこの美しい都は，そ
れでも『地球の歩き方 2014–2015 インド』には
掲載されていない．停戦状態が続く印パ戦争の
激戦地だからだろうか．ただ，ヒマラヤ山脈の
南西麓の州に接するパンジャーブは，ヒマラヤ
起源の植物の多様性や核型を調べるのにはもっ
てこいだ．インダス川の支流サトレジ川は，ヒ
マラヤに源を発して，インドのヒマーチャル・
プラデーシュ州を通過し，インド・パキスタン
国境を流れパキスタンでインダス川に合流す
る．ヒマラヤからパンジャーブにかけてのこの
川の流域がシンガール教授とグプタ教授そして
彼らの学生達のフィールドとなるようだ．パン
ジャーブの語源は，ペルシア語で「5 つの水」
を意味するパンジュ・アーブで，インダス川と
その 4 つの大きな支流， シェナブ川，ラーヴィー
川，ジェーラム川そしてサトレジ川に由来する．
パンジャーブは．これらの大河に囲まれた地域
で，灌漑によって小麦・米の生産力に優れた豊
かな農地となっている．アレキサンダー大王

図２
テッセン （Clematis florida） （牧野 1961）

図３
セイヨウキンミズヒキ

（Agrimonia eupatoria） （牧野 1961）
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がインダス川を越えてパンジャーブに侵入し，
6,000 頭の戦象と戦ったのは紀元前 326 年 5 月
のことだ．それ以降もこの穀倉地帯を争って幾
多の戦いが繰り広げられ今日に至っている．
　イギリスからインドが独立したのは 1947 年
のことである．この年の 6 月 4 日イギリス領イ
ンド帝国を「インド」と「パキスタン」に分割
することが決まり，パキスタンは 8 月 14 日に
独立し，そしてインドは 8 月 15 日に独立した．
この短期間で一千万人以上もの人口流入と流出
が印パ間で生じ，その大混乱の中，パンジャー
ブ地方ではイスラム教徒とヒンズー教徒の間に
数え切れないほどの衝突と暴動，虐殺が発生，
さらに報復の連鎖が飛び火し，一説によると死
者数は 100 万人に達したとされる．この間の惨
劇は映画『ガンジー』にも詳しい．パンジャー
ブ地方はパキスタンのパンジャーブ州とインド
のパンジャーブ州に分割されたが，両者の不信
と憎悪は今なおこの地に燻っている．インドの
パンジャーブ州からは既にデリーが切り離され
て独立州となっていたが，印パ分離後にもハリ
ヤーナー州，ヒマーチャル・プラデーシュ州，
チャンディーガルが分割されることになった．
チャンディーガルは，今はパンジャーブ州とハ
リヤーナー州の両方の州都を兼ねているが，行
政上はどちらの州からも独立した連邦直轄領の
一つでもある．私たちの目指したのは，このチャ
ンディーガルの南西 60 km にあるパティアー
ラー（Patiala）というところで，パティアーラー
県の県都とのことだった．人口は 30 万人ほど
で，18 世紀にその地にあった同名の藩王国の首
都でもあったらしい．『地球の歩き方 2014–2015

インド』ではパルティア－ラーは地図にさえ
載っていなかった．私たちはインドの民間最大
手のジェットエアウェイズでデリーからチャン
ディーガルまで行き，そこからはタクシーを使
うことにした．
　印パ分離独立は各方面に様々な影響を残し
た．1882 年創立のパンジャーブ大学も例外では
なく，パキスタンのラホールにあるパンジャー
ブ大学（University of  The Punjab, Lahore 1882）
とインドのチャンディーガルにあるパンジャー
ブ大学（Panjab University, Chandigarh 1882）と

に分かれた．インドではその後のこの地方に１
つの総合大学と２つの単科大学ができた．私た
ちが目指すパンジャビ大学（Punjabi University, 

Patiala 1962）とパンジャーブ農業大学（Punjab 

Agricultural University, Ludhiana 1962）とパン
ジャーブ工業大学（Punjab Technical University, 

Jalandhar 1997）である．パンジャビ大学が創
設された 1962 年はインドにとっては大変な年
で，中国のカシミールの領有を巡る紛争が大規
模な武力衝突に発展した年でもある（中印戦
争）．その後もカシミールを巡る紛争は続くが，
インド経済は着実に発展しているかに見え，パ
ンジャビ大学のグループも着実にキトロギアへ
の投稿を伸ばしていった．キトロギアが創刊し
た 1929 年から現在までの国別掲載数（%）を
見るとその時々の政治や世界情勢が反映されて
いて興味深い（図１参照）．中国からの投稿は
昔も今ももともと少ない．一方，ソ連からの投
稿は戦前にはかなりの数に上っていたが，ルイ
センコが権力を掌握した 1940 年以降はほとん
どゼロになってしまった．インドからの投稿は
戦前からかなりの数に上っていたが，太平洋戦
争中はさすがに掲載されなくなっていた．イン
ドが 1947 年に独立すると投稿も復活し，その
後は確実に掲載数を伸ばし，1970 年代には欧米
を抜いて掲載数１位となった．しかし，その地
位は長くは続かず 1991 年を境に急激に減少し
てしまう．インドの主要貿易相手国であるソ連
の崩壊と湾岸戦争によって引き起こされた原油
の高騰で，インドの国際収支はこの年大きく悪
化し，債務のデフォルトに直面したのだ．この
危機に経済改革を断行したのが，ナラシンハ・
ラーオ首相とマンモハン・シン財務大臣で，そ
の経済改革を支えたのが日本の 3 億ドルの緊急
融資だったといわれている．マンモハン・シ
ンは 2004 年には首相の座につくが，彼がパン
ジャーブの貧しいシク教徒の子として生まれ，
貧困克服の手段を学ぶことで故郷への貢献を果
たそうと経済学者を志し，チャンディーガルの
パンジャーブ大学で経済学を学んだことはよく
知られている．
　日本と同様，キトロギアとパンジャーブは浅
からぬ縁で結ばれている．経済発展目覚ましい
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インドで，パンジャビ大学のグループを中心に
インドの細胞遺伝学が今後どのように発展す
るか楽しみである．次回はデリーからチャン
ディーガルそしてパルティア－ラーのパンジャ
ビ大学への道中を見聞する．今回は最後にデ
リーのインディラ・ガンディー国際空港で見た 

パンジャーブの方角に沈む夕日を紹介しよ
う （図４）．インドでも都市間の移動には気軽
にジェットを使う時代になっている．写真でよ
く見かけるエアコンのない満員の電車で長時間
旅した時代も終わりを告げようとしている．

図４
インディラ・ガンディー国際空港で

パンジャーブの方角に沈む夕日

　植物細胞の形を特徴づけるのは細胞壁の存在
であるが，研究者は 20 世紀初頭から，それを
取り除いたらどのようなことが起こるかという
期待の下に多くの試みを行ってきた．細胞壁の
一端を鋭利な刃物で切ってプロトプラストを得
ようという試みもあったが，得られる量が極め

て少量であるので，研究はそこからは展開され
なかった．1960 年になって，イギリスのコッキ
ング（E.C. Cocking）が木材腐朽菌を自ら培養
してセルラーゼを精製し，プロトプラストの調
製を試みたが，得られる量が限定的であること
には変わりなかった．1968 年に建部到らによっ
て，ヤクルト薬品工業が生産する酵素がこの目
的にかなうことが見いだされて，この分野は急
展開することとなった．マセロチーム R-10，セ
ルラーゼ・オノヅカ R-10 の誕生である．これ
らにより，タバコ葉よりプロトプラストを得た

プロトプラスト
なぜプロトプラストの調製が試みられたか ?

長　田　敏　行
（公財） 日本メンデル協会会長
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建部らは，葉肉プロトプラストでタバコモザイ
クウイルス（TMV）の一段階増殖系を完成さ
せた．
　ところが，この時点では葉肉プロトプラスト
の培養系は確立しておらず，この分野の最も権
威あるとされていたホワイト（P.R. White）の
世界的に著名な教科書でも極めて難しいとされ
ていた．しかし，長田敏行と建部 到はそれに
挑戦したところ，実は葉肉プロトプラストは，
適正な条件を選定すると，培養に好適な材料で
あることを見いだした．プロトプラストから極
めて高率の植物個体の再生に成功したが，それ
は 1971 年であった．折しも，プロトプラスト
では，細胞融合の誘導条件が見いだされて，「体
細胞雑種」という新領域を生み出すこととなり，
植物バイオテクノロジーの開幕となった．

プロトプラスト調製の強力コンビ
　マセロチーム R-10 とセルラーゼ・オノヅカ
R-10 の導入は，植物科学に新しいページを書き
加えたが，酵素処理とは人工的な実験条件であ
るので，その処理時間は短ければ短いほど良い
ということから，新しい酵素が求められた．そ
の一つは，醤油製造の過程で使われるカビ由来
のペクトリアーゼ Y-23（当初盛進製薬製，現
在は協和化成製）であり，極めて広い範囲の植
物材料の組織から細胞の分離を可能にした．ま
た，植物細胞のモデル系として知られるタバ
コ BY-2 細胞のプロトプラスト化で見いだされ
たのが，セルラーゼ・オノヅカ RS（ヤクルト
薬品工業）である．現在でも，ペクトリアー
ゼ Y-23 とセルラーゼ・オノヅカ RS の組み合わ
せは最も強力で，多くの植物組織・器官からの
プロトプラスト調製を可能にしたが，これらは
1979 年から 1981 年にかけて長田らにより達成
された．

形質転換の素材としてのプロトプラスト
　プロトプラストへは，DNA の導入により形
質転換が可能であることから，遺伝子導入手段
としても用いられるようになった．特に，当初
イネ科植物材料はアグロバクテリアによる形質
転換ができないとされていたことから，例えば

イネの形質転換素材としてのプロトプラスト調
製は必須であった．今日では，アグロバクテリ
アによる形質転換が可能となったことから，そ
の重要度は下がったが，なおその手段としての
役割が終わったわけではない．また，一過的な
遺伝子発現手段としてはなお良く用いられてい
る．

プロトプラストでないとできないこととは !

　植物細胞を特徴づけるのは，液胞の存在であ
る．タバコ BY-2 細胞より調製したプロトプラ
ストを遠心場に置くと，比重の差により液胞が
除かれたミニプロトプラストが調製できる．こ
のミニプロトプラストから調製された液胞分画
を含まない細胞質分画では，タバコモザイクウ
イルス（TMV）のインビトロ増殖系が確立さ
れているが，これは植物細胞では唯一の実験系
である．また，イネプロトプラストに，TMV-

RNA とキウリモザイクウイルス（CMV）RNA

を同時に導入すると，TMV-RNA 単独では増殖
できないが，CMV-RNA との共存により増殖で
きるような系も，プロトプラスト系のみで可能
である．後者の解析は未だ中途であるが，イネ
細胞に存在するウイルス増殖の抑制とその抑制
解除の分子機構解明に関する極めて重要な系で
ある．
　このように，植物プロトプラストの研究は今
日なおその生命を失わず，植物科学に重要な貢
献をしているということができる．その調製手
段として，マセロチーム R-10 ，ペクトリアー
ゼ Y-23，セルラーゼ・オノヅカ R-10，RS の研
究手段としての役割は重要であることを改めて
指摘したい．

　本稿は，ヤクルト薬品工業が細胞壁分解酵
素を研究用に販売してから 45 年経過したので，
その経緯を各方面に知っていただきたいという
ことから，当協会にもその内容を伝えてほしい
という依頼があった．それに応えて，長年関わっ
てきた長田がその概要を紹介することとした．
メンデル協会通信としては異例ながら，各理事
の了解も得られたので，紹介することとした．
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平成 27年度　市民講座「メンデル講演会」の記録

下諏訪町民大学「メンデル講演会」のご案内

　本年はお二人の講師にお願いして下記の要領で開催した．詳しくは日本メンデル協会のホー
ムページをご覧ください．

主　催：公益財団法人　日本メンデル協会
主　管：下諏訪町教育委員会　（下諏訪町公民館・諏訪湖博物館・赤彦記念館）
期　日：平成２７年１１月２１日（土）
時　間：１３：３０～１５：３０
場　所：下諏訪総合文化センター　２階　集会室
参加費：一般　１００円　（高校生以下入場無料）

講　演

メンデルの遺伝法則発表から 150年！
東京大学名誉教授，法政大学名誉教授　長田　敏行先生 

　今年は，メンデルが遺伝法則を最初に発表してから 150 年目にあたります．メンデル遺伝学は
古典的遺伝学ともいわれますが，それは決して古くなってカビの生えたものではなく，現代の分子
生物学・分子遺伝学の基礎でもあり，バイオテクノロジーの基礎でもあります．また，メンデル遺
伝学は過去に政治の影響を受けたこともあります．これらをまとめて，改めて遺伝学の意義を考え
てみたいと思います．さらに，2016 年には日本メンデル協会所蔵の資料をもとに，メンデル企画
展を準備しておりますので，その準備内容の概観をお伝えしたいと思います．

藻類バイオは何をもたらすか
東京大学大学院新領域創成科学研究科教授　河野　重行先生 

　小さな単細胞の藻（微細藻類）を使った食品や化粧品が話題になっています．東京オリンピック
には微細藻類で作ったジェット燃料で世界中から客を迎えようというキャンペーンもあるくらいで
す．微細藻類の物質生産能には定評があります．地球上の二酸化炭素の増加を抑えるために，二酸
化炭素の収支がゼロ（カーボンニュートラル）になるように，藻類バイオによる物質やエネルギー
の生産が望まれています．こうした取組みは世界中で始まっていて，チェコやスイスといった長野
県のような海のない山国でも盛んに研究されています．今回はそんな研究の一つを紹介しましょう．

講師略歴
長田　敏行（ながた　としゆき） 

　　　 1945 年長野県生まれ．1973 年東京大学大学院修了・理学博士，東京大学名誉教授・法政大
学名誉教授，公益財団法人日本メンデル協会会長，「遺伝」編集委員，著書に『イチョウの
自然誌と文化史』裳華房（2014）他がある．

河野重行（かわの　しげゆき）
　　　 1951 年埼玉県生まれ．1999 年より東京大学大学院新領域創成科学研究科教授，2007 年より

CYTOLOGIA 編集長，著書に『藻類オイル開発研究の最前線』エヌ・ティー・エス（2013）『動
植物の受精学』化学同人（2014），『Atlas of  Plant Cell Structure』 Springer （2014）他がある．
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公益財団法人日本メンデル協会　役員
（平成 25 年 9 月 2 日～平成 29 年 3 月 31 日）
　　理事 （6 名）（平成 27 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）
　　長田敏行 （会長）  東京大学名誉教授・法政大学名誉教授
　　河野重行 （副会長）  東京大学大学院新領域創成科学研究科教授
　　松永幸大  東京理科大学理工学部応用生物科学科教授
　　数藤由美子  独立法人放射線医学総合研究所
　　  緊急被ばく医療研究センター
　　  被ばく線量評価部生物線量評価室室長
　　野崎久義  東京大学大学院理学系研究科准教授
　　山口正視  千葉大学真菌医学研究センターグランドフェロー
　　監事 （2 名）（平成 25 年 9 月 2 日～平成 29 年 3 月 31 日）
　　平野博之  東京大学大学院理学系研究科教授
　　箸本春樹  神奈川大学理学部生物科学科教授
　　評議員 （12 名）（平成 25 年 9 月 2 日～平成 29 年 3 月 31 日）
　　石川清子  ( 財 ) 和田薫幸会会長
　　井上弘一  埼玉大学名誉教授
　　川岸郁朗  法政大学生命科学部教授
　　佐甲 （永田） 典子　  日本女子大学理学部教授
　　田中一朗  横浜市立大学大学院理学総合研究科教授
　　中村宗一  琉球大学理学部教授
　　中村俊夫  信州大学名誉教授
　　馳澤盛一郎  東京大学大学院新領域創成科学研究科教授
　　平井百樹  東京大学名誉教授
　　宮村新一  筑波大学生命環境系准教授
　　邑田仁  東京大学大学院理学系研究科附属植物園教授
　　室伏きみ子  お茶の水女子大学名誉教授

第 5回和田賞選考結果について
　本賞の選考に際しては，第５回和田賞選考委員会（長田敏行，河野重行，日詰雅博，酒泉満，松永幸大）を立ち上げ，キ
トロギアに掲載された過去 5 年分の論文の引用件数などを詳細に調べ，独立行政法人放射線医学総合研究所の数藤由美子氏
を和田賞受賞候補者とすることが決まり，理事会，評議員会の議を経て認められた．

第 2回 CYTOLOGIA奨励賞選考結果について
　本賞の公募に関しては，HP に公募記事を掲載するとともに，理事と評議員に推薦を依頼した．選考に関しては第 2 回
CYTOLOGIA 奨励賞選考委員会（長田敏行，河野重行，日詰雅博，酒泉満，松永幸大）を立ち上げ，所定の採点表で候補者
の，専門分野などの適正，業績や国際的な評価，論文の数やインパクト，キトロギア掲載論文の有無，将来性とこれからの
貢献度を採点して，愛媛大・教育学部の柴田洋氏と東京大・農学生命の内田英伸氏の 2 名を奨励賞候補者とすることが決まり，
理事会，評議員会の議を経て認められた．

編集後記
　日本メンデル協会通信 No. 30 をお届けいたします．記事は，会長より 「メンデ
ルの遺伝法則発表から 150 年 !」 と 「プロトプラスト」 について，キトロギア編集
長より 「インド紀行 （前編）」 について寄稿いただきました．両先生共にバングラ
デッシュとインドを訪問し，キトロギアを通じて国際交流を広めたようです．私
も 1994 年にインドを訪問したことが１回だけあります．当時マドラス大学の藻類
学の先生が 75 歳を迎えるので，国際シンポジウムを開催するので，来てくれと電
話があったからである．毎日ホテルと大学をバイクの２人乗りで通うという楽しい
ものであったが，ヘルメットはなかった．　　　　　　　　　　　　　野崎久義


